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MOX粉末を取り扱うグローブボックスにおける粉末容器の

落下及び転倒による破損を防止するための内装機器の設

計について 

（資料(R０)からの主な変更点等） 

 MOX 粉末を取り扱うグローブボックスの内装機器について，取り扱う粉

末容器の落下，転倒，逸走を防止するための機構が適切に設けられてい

ることを示し，粉末容器の搬送時において，グローブボックスの閉じ込

め機能を損なわない設計であることを補足説明する資料に見直し

【公開版】 
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1. 概要 

本資料は，MOX燃料加工施設の第２回設工認申請（令和５年２月２８日申請）のう

ち，以下の添付書類に示す MOX粉末を取り扱うグローブボックスの破損防止に係る設計

方針に係る粉末容器を取り扱う内装機器の設計について補足説明するものである。 

・「Ｖ－１－１－２－１ 安全機能を有する施設の閉じ込めの機能に関する説明書」 

 

上記添付書類において，MOX粉末を取り扱うグローブボックスの内装機器は，粉末容

器の落下又は転倒によりグローブボックスの閉じ込め機能を損なわないよう，粉末容器

の落下，転倒，逸走を防止する機構を設ける設計とすることを示しており，本資料で

は，各 MOX粉末を取り扱うグローブボックスの内装機器に粉末容器の落下，転倒，逸走

を防止するための機構が適切に設けられており，各 MOX粉末を取り扱うグローブボック

スの閉じ込め機能を損なわない設計であることを示す。 

なお，本資料は，第 2回申請対象の MOX粉末を取り扱うグローブボックス及び内装機

器を対象とし，第 3回申請対象となる MOX粉末を取り扱うグローブボックス及び内装機

器については，第 3回申請に合わせて記載を拡充する。 

 

2. 各 MOX粉末を取り扱うグローブボックスの粉末容器の落下，転倒，逸走の防止に係る 

設計 

MOX粉末を取り扱うグローブボックス内において，粉末容器を取り扱う内装機器は，

「第 16条 搬送設備」の要求事項に基づき，各装置における搬送動作を考慮し，粉末

容器の落下，転倒，逸走防止及び動力供給停止時の落下防止のための機構(以下「落下

防止機構等」という。)を設け，粉末容器の搬送時の落下等を防止し，グローブボック

スの閉じ込め機能を損なわない設計としている。 

各 MOX粉末を取り扱うグローブボックスにおける内装機器の搬送動作及び搬送動作を

考慮した落下防止機構等について説明し，MOX粉末を取り扱うグローブボックスの内装

機器に適切な落下防止機構等を設けることで，粉末容器の落下等によりグローブボック

スの閉じ込め機能を損なわない設計であることを(1)～(4)に示す。 

なお，各落下防止機構等の動作等の仕組みについては，「搬送 01 搬送設備の落下防

止設計等及び容量の設定根拠について」に示す。 

(1) 原料 MOX粉末缶一時保管装置グローブボックス 

a. 原料 MOX粉末缶一時保管搬送装置 

当該装置は粉末容器を把持して搬送する原料 MOX粉末缶一時保管搬送装置と積載

して搬送する搬送コンベアで構成する。 

(a) 原料 MOX粉末缶一時保管搬送装置 

当該機器は把持動作にて粉末容器を把持し，走行，横行(グローブボックスパ

ネル方向への移動)及び昇降動作をすることで粉末容器の搬送を行う。 
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上記搬送動作を考慮して，以下の落下防止機構等を設けることで，グローブボ

ックスの閉じ込め機能を損なわない設計としている。 

・粉末容器に溝を設け，粉末容器の自重により把持部のツメと篏合させる機構を 

設ける 

・浮上り防止フック，横ブレ防止金具，サイドローラを設置する 

・走行，横行，昇降方向にメカニカルストッパを設置する 

・無励磁作動ブレーキ付の昇降用モータとする 

なお，当該機器における落下防止機構等の詳細については，第 2-1-1図～第 2-

1-3図及び第 2-1表に示す。 

(b) 搬送コンベア 

当該機器は粉末容器を積載し，コンベア動作(コンベアローラの回転)をするこ

とで粉末容器の搬送を行う。 

上記搬送動作を考慮して，以下の落下防止機構等を設けることで，グローブボ

ックスの閉じ込め機能を損なわない設計としている。 

・搬送方向の両側にガイドを設置する 

・搬送方向にメカニカルストッパを設置する 

なお，当該機器における落下防止機構等の詳細については，第 2-2図及び第 2-

1表に示す。 
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第 2-1-1図 原料 MOX粉末缶一時保管搬送装置の設計(1/3) 

原料 MOX粉末缶一時保管搬送装置 

：粉末容器の搬送方向 

昇降方向にメカニカルス
トッパを設置し，機器の逸
走による粉末容器の落下
を防止することで，粉末容
器はグローブボックスパ
ネルに衝突せず，グローブ
ボックスの閉じ込め機能
を損なうことはない。 

 

走行方向にメカニカルス

トッパを設置し，機器の逸

走による粉末容器の落下

を防止することで，粉末容

器はグローブボックスパ

ネルに衝突せず，グローブ

ボックスの閉じ込め機能

を損なうことはない。 

上面図 

正面図 

A部詳細 

粉末容器に溝を設け，粉末容器の自重により
把持部のツメと篏合させる機構を設けること
で，動力供給時，停止時に関わらず，粉末容器
の落下を防止することで，粉末容器はグロー
ブボックスパネルに衝突せず，グローブボッ
クスの閉じ込め機能を損なうことはない。 
 

粉末容器 
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第 2-1-2図 原料 MOX粉末缶一時保管搬送装置の設計(2/3) 

右側面図 

 

 

 

図 

A 

B 

A部詳細 

 

 

 

図 

B部詳細 

 

 

 

図 

横行方向にメカニカルストッパ
を設置し，機器の逸走による粉末
容器の落下を防止することで，粉
末容器はグローブボックスパネ
ルに衝突せず，グローブボックス
の閉じ込め機能を損なうことは
ない。 
 

浮上り防止フック，横ブレ防止金具，
サイドローラを設置し，機器の転倒
による粉末容器の落下を防止するこ
とで，粉末容器はグローブボックス
パネルに衝突せず，グローブボック
スの閉じ込め機能を損なうことはな
い。 
 

：粉末容器の搬送方向 

無励磁作動ブレーキ付の昇降
用モータとし，動力供給停止時
の粉末容器の落下を防止する
ことで，粉末容器はグローブボ
ックスパネルに衝突せず，グロ
ーブボックスの閉じ込め機能
を損なうことはない。 
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第 2-1-3図 原料 MOX粉末缶一時保管搬送装置の設計(3/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローブボックス

パネル面 

グローブボックス

パネル面 

：粉末容器の搬送方向 

右側面図 

メカニカルストッパ 

横行方向にメカニカルストッパを設
置し，機器の可動範囲を制限してグ
ローブボックスパネルとの距離を確
保することで，粉末容器はグローブ
ボックスパネルに衝突せず，グロー
ブボックスの閉じ込め機能を損なう
ことはない。 
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第 2-2図 原料 MOX粉末缶一時保管搬送装置 搬送コンベアの設計 

A →
 

搬送コンベア 正面図 

 

 

ガイド部詳細 

 

 

 

図 

A-A矢視 

 

 

 

図 

搬送方向にメカニカルストッパを設
置し，粉末容器の逸走による落下を
防止することで，粉末容器はグロー
ブボックスパネルに衝突せず，グロ
ーブボックスの閉じ込め機能を損な
うことはない。 
 

搬送方向の両側にガイドを設置し，
粉末容器の転倒を防止することで，
粉末容器はグローブボックスパネル
に衝突せず，グローブボックスの閉
じ込め機能を損なうことはない。 
 

：粉末容器の搬送方向 

粉末容器 
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(2) 粉末一時保管装置グローブボックス 

a. 粉末一時保管搬送装置 

当該装置は粉末容器を把持して搬送する本体と積載して搬送する秤量テーブルで

構成する。 

(a) 本体 

当該機器は把持動作にて粉末容器を把持し，走行及び昇降動作をすることで粉

末容器の搬送を行う。 

上記搬送動作を考慮して，以下の落下防止機構等を設けることで，グローブボ

ックスの閉じ込め機能を損なわない設計としている。 

・把持部にロック機構を設け，容器受渡時のみの開放動作とする 

・衝突緩衝用バンパを設置する 

・浮上り防止フック，サイドローラを設置する 

・走行，昇降方向にメカニカルストッパを設置する 

・無励磁作動ブレーキ付の昇降用モータ，把持駆動モータとする 

なお，当該機器における落下防止機構等の詳細については，第 2-3-1図，第 2-

3-2図及び第 2-1表に示す。 

(b) 秤量テーブル 

当該機器は粉末容器を積載し，昇降動作をすることで粉末容器の搬送を行う。 

上記搬送動作を考慮して，以下の落下防止機構等を設けることで，グローブボ

ックスの閉じ込め機能を損なわない設計としている。 

・昇降方向にメカニカルストッパを設置する 

なお，当該機器における落下防止機構等の詳細については，第 2-3-1図及び第

2-1表に示す。 
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B部詳細 

 

 

 

図 

A部詳細 

 

 

 

図 

C-C矢視 

 

 

 

図 

C 

 

 

 

図 

C 

 

 

 

図 

→ 

 

 

 

図 

→ 

 

 

 

図 

走行方向にメカニカルストッパを設
置し，機器の逸走による粉末容器の
落下を防止することで，粉末容器は
グローブボックスパネルに衝突せ
ず，グローブボックスの閉じ込め機
能を損なうことはない。 
 

衝突緩衝用バンパを設置し，同一
レール上の装置の衝突による粉
末容器の落下を防止することで，
粉末容器はグローブボックスパ
ネルに衝突せず，グローブボック
スの閉じ込め機能を損なうこと
はない。 
 

無励磁作動ブレーキ付の昇降用モータと
し，動力供給停止時の粉末容器の落下を防
止することで，粉末容器はグローブボック
スパネルに衝突せず，グローブボックスの
閉じ込め機能を損なうことはない。 
 

 

第 2-3-1図 粉末一時保管搬送装置の設計(1/2) 

粉末一時保管搬送装置(本体) A 

B 

秤量テーブル 

昇降方向にメカニカルストッパを設
置し，機器の逸走による粉末容器の
落下を防止することで，粉末容器は
グローブボックスパネルに衝突せ
ず，グローブボックスの閉じ込め機
能を損なうことはない。 
 

昇降方向にメカニカルストッパを設
置し，機器の逸走による粉末容器の
落下を防止することで，粉末容器は
グローブボックスパネルに衝突せ
ず，グローブボックスの閉じ込め機
能を損なうことはない。 
 

：粉末容器の搬送方向 

10



 

 

 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮上り防止フック，サイドローラを
設置し，機器の転倒による粉末容器
の落下を防止することで，粉末容器
はグローブボックスパネルに衝突せ
ず，グローブボックスの閉じ込め機
能を損なうことはない。 
 

 

D部詳細 

 

 

 

図 

把持部にロック機構を設け，容器受渡
時のみの開放動作とし，粉末容器の落
下を防止することで，粉末容器はグロ
ーブボックスパネルに衝突せず，グロ
ーブボックスの閉じ込め機能を損なう
ことはない。 
 

A部詳細 

 

 

 

図 

B-B矢視 

 

 

 

図 

B 

 

 

 

図 

B 

 

 

 

図 

→ 

 

 

 

図 

→ 

 

 

 

図 

A 粉末一時保管搬送装置(本体) 

D 

C 部詳細

無励磁作動ブレーキ付の把持駆動モータ
とし，動力供給停止時の粉末容器の落下を
防止することで，粉末容器はグローブボッ
クスパネルに衝突せず，グローブボックス
の閉じ込め機能を損なうことはない。 
 

 

第 2-3-2図 粉末一時保管搬送装置の設計(2/2) 
：粉末容器の搬送方向 
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(3) スクラップ貯蔵棚グローブボックス 

a. スクラップ保管容器入出庫装置 

当該装置は粉末容器を積載し，走行，スライド及び昇降動作をすることで粉末容

器の搬送を行う。 

上記搬送動作を考慮して，以下の落下防止機構等を設けることで，グローブボッ

クスの閉じ込め機能を損なわない設計としている。 

・ガイドピンを設置する 

・チェーンを二重化する 

・転倒防止ラグを設置する 

・走行，スライド，昇降方向にメカニカルストッパを設置する 

・無励磁作動ブレーキ付の昇降用モータとする 

なお，当該装置における落下防止機構等の詳細については，第 2-4図及び第 2-1

表に示す。 

(4) スクラップ保管容器受渡装置グローブボックス 

a. スクラップ保管容器入出庫装置 

当該装置は粉末容器を積載し，走行，スライド及び昇降動作をすることで粉末容

器の搬送を行う。 

上記搬送動作を考慮して，以下の落下防止機構等を設けることで，グローブボッ

クスの閉じ込め機能を損なわない設計としている。 

・ガイドピンを設置する 

・チェーンを二重化する 

・転倒防止ラグを設置する 

・走行，スライド，昇降方向にメカニカルストッパを設置する 

・無励磁作動ブレーキ付の昇降用モータとする 

なお，当該装置における落下防止機構等の詳細については，第 2-4図及び第 2-1

表に示す。 

b. スクラップ保管容器受渡装置 

当該装置は粉末容器を積載して搬送する保管容器搬送コンベア及び昇降台，把持

して搬送する保管容器取扱機で構成する。 

(a) 保管容器搬送コンベア 

当該機器は粉末容器を積載し，コンベア動作(コンベアローラの回転)及びスラ

イド動作をすることで粉末容器の搬送を行う。 

上記搬送動作を考慮して，以下の落下防止機構等を設けることで，グローブボ

ックスの閉じ込め機能を損なわない設計としている。 

・搬送方向の両側にガイドを設置する 

・搬送方向，スライド方向にメカニカルストッパを設置する 

12



 

11 

なお，当該機器における落下防止機構等の詳細については，第 2-5図及び第 2-

1表に示す。 

(b) 昇降台 

当該機器は粉末容器を積載し，昇降動作をすることで粉末容器の搬送を行う。 

上記搬送動作を考慮して，以下の落下防止機構等を設けることで，グローブボ

ックスの閉じ込め機能を損なわない設計としている。 

・昇降方向にメカニカルストッパを設置する 

・無励磁作動ブレーキ付の昇降用モータとする。 

なお，当該機器における落下防止機構等の詳細については，第 2-5図及び第 2-

1表に示す。 

(c) 保管容器取扱機 

当該機器は把持動作にて粉末容器を把持し，昇降動作をすることで粉末容器の

搬送を行う。 

上記搬送動作を考慮して，以下の落下防止機構等を設けることで，グローブボ

ックスの閉じ込め機能を損なわない設計としている。 

・把持開閉方向に対して直交方向にガイドを設置する 

・昇降方向にメカニカルストッパを設置する。 

・無励磁作動ブレーキ付の昇降用モータ，把持駆動モータとする 

なお，当該機器における落下防止機構等の詳細については，第 2-5図及び第 2-

1表に示す。 
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A スクラップ保管
容器入出庫装置 

走行方向にメカニカルストッパを設置し，装置の
逸走による粉末容器の落下を防止することで，粉
末容器はグローブボックスパネルに衝突せず，グ
ローブボックスの閉じ込め機能を損なうことは
ない。 
 

A部詳細 

昇降方向にメカニカルストッパを
設置し，装置の逸走による粉末容
器の落下を防止することで，粉末
容器はグローブボックスパネルに
衝突せず，グローブボックスの閉
じ込め機能を損なうことはない。 
 

チェーンを二重化し，チェーン破断時の粉末容器の落下
を防止することで，粉末容器はグローブボックスパネル
に衝突せず，グローブボックスの閉じ込め機能を損なう
ことはない。 

無励磁作動ブレーキ付の昇降駆動モータ
とし，動力供給停止時の粉末容器の落下を
防止することで，粉末容器はグローブボッ
クスパネルに衝突せず，グローブボックス
の閉じ込め機能を損なうことはない。 

ガイドピンを設置し，粉末容器の落下を防
止することで，粉末容器はグローブボック
スパネルに衝突せず，グローブボックスの
閉じ込め機能を損なうことはない。 

右側面図 

B 

B 

← 

← B-B断面 

下部に転倒防止ラグを設置し，装置の転倒による粉末容器
の落下を防止することで，粉末容器はグローブボックスパ
ネルに衝突せず，グローブボックスの閉じ込め機能を損な
うことはない。 

C 

C部詳細 

上部に転倒防止ラグを設置し，装置の
転倒による粉末容器の落下を防止する
ことで，粉末容器はグローブボックス
パネルに衝突せず，グローブボックス
の閉じ込め機能を損なうことはない。 
 

走行方向にメカニカルストッパを設置し，装
置の逸走による粉末容器の落下を防止する
ことで，粉末容器はグローブボックスパネル
に衝突せず，グローブボックスの閉じ込め機
能を損なうことはない。 
 

第 2-4図 スクラップ保管容器入出庫装置の設計 

スライド部＊ 

注記 ＊：スライド方向にメカニカルス 
トッパを設置し，スライド部
の逸走による粉末容器の落下 
を防止することで，粉末容器
はグローブボックスパネルに
衝突せず，グローブボックス
の閉じ込め機能を損なうこと
はない。 

：粉末容器の搬送方向 
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スクラップ保管容器受渡装置 A 

 

 

 

図 

A 

→ 

 

 

 

図 

→ 

B-B矢視 
A-A断面 

C-C断面 

C 

 

 

 

図 C 

 

 

 

図 

保管容器搬送コンベア 

B 

 

 

図 

B 

 

 

図 

→ 

 

 

 

図 

→ 

 

 

 

図 

無励磁作動ブレーキ付きの昇降駆動モータ及び把持駆動モータ
とし，動力供給停止時の粉末容器の落下を防止することで，粉末
容器はグローブボックスパネルに衝突せず，グローブボックスの
閉じ込め機能を損なうことはない。 

 

無励磁作動ブレーキ付きの昇降駆動モータと
し，動力供給停止時の粉末容器の落下を防止す
ることで，粉末容器はグローブボックスパネル
に衝突せず，グローブボックスの閉じ込め機能
を損なうことはない。 

 

搬送方向の両側にガイドを設置し，粉末
容器の転倒を防止することで，粉末容器
はグローブボックスパネルに衝突せず，
グローブボックスの閉じ込め機能を損な
うことはない。 

昇降方向にメカニカルストッ
パを設置し，機器の逸走による
粉末容器の落下を防止するこ
とで，粉末容器はグローブボッ
クスパネルに衝突せず，グロー
ブボックスの閉じ込め機能を
損なうことはない。 

搬送方向にメカニカルストッ
パを設置し，粉末容器の逸走に
よる落下を防止することで，粉
末容器はグローブボックスパ
ネルに衝突せず，グローブボッ
クスの閉じ込め機能を損なう
ことはない。 

把持開閉方向に対して直交方向に
ガイドを設置し，粉末容器のズレに
よる落下を防止することで，粉末容
器はグローブボックスパネルに衝
突せず，グローブボックスの閉じ込
め機能を損なうことはない。 

第 2-5図 スクラップ保管容器受渡装置の設計 ：粉末容器の搬送方向 

昇降部＊1 

スライド部＊2 

注記 ＊1，＊2：保管容器取扱機の昇降方向及び保管容
器搬送コンベアのスライド方向にメ
カニカルストッパを設置し，昇降部及
びスライド部の逸走による粉末容器
の落下を防止することで，粉末容器は
グローブボックスパネルに衝突せず，
グローブボックスの閉じ込め機能を
損なうことはない。 

 

昇降台 

保管容器取扱機 
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3. 結論 

MOX粉末を取り扱うグローブボックス内において，粉末容器を取り扱う内装機器は，

「2. 各 MOX粉末を取り扱うグローブボックスの粉末容器の落下，転倒，逸走の防止に

係る設計」に示すとおり，粉末容器の搬送動作を考慮した落下防止機構等が適切に設け

られており，粉末容器の搬送時において，グローブボックスの閉じ込め機能を損なわな

い設計としている。 
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第2-1表 各MOX粉末を取り扱うグローブボックスの粉末容器の落下，転倒，逸⾛の防⽌に係る設計⼀覧

⾛⾏動作
横⾏動作

(グローブボックスパネル
⽅向への移動)

コンベア動作
(コンベアローラの回転)

スライド動作 昇降動作

原料MOX粉末⽸⼀時保管搬送装置 粉末⽸ 〇 〇 ― ― 〇 〇

粉末容器に溝を設け，粉
末容器の⾃重により把持
部のツメと篏合させる機
構を設ける

浮上り防⽌フック，横ブ
レ防⽌⾦具，サイドロー
ラを設置する

⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

横⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

・無励磁作動ブレーキ付の
昇降⽤モータとする(昇降
動作)
・粉末容器に溝を設け，粉
末容器の⾃重により把持部
のツメと篏合させる機構を
設ける(把持動作)

第2-1-1図
第2-1-2図
第2-1-3図

搬送コンベア 粉末⽸ ― ― 〇 ― ― ―
搬送⽅向の両側にガイド
を設置する

搬送⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

第2-2図

本体 J60，J85，U85，5⽸バスケット，1⽸バスケット 〇 ― ― ― 〇 〇

・把持部にロック機構を
設け，容器受渡時のみの
開放動作とする
・衝突緩衝⽤バンパを設
置する

浮上り防⽌フック，サイ
ドローラを設置する

⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータ，把持駆動モー
タとする(昇降動作，把持
動作)

第2-3-1図
第2-3-2図

秤量テーブル J60，J85，U85，5⽸バスケット，1⽸バスケット ― ― ― ― 〇 ―
昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

第2-3-1図

粉末⼀時保管装置グローブボッ
クス-2

粉末⼀時保管搬送装置 本体 J60，J85，U85，5⽸バスケット，1⽸バスケット 〇 ― ― ― 〇 〇

・把持部にロック機構を
設け，容器受渡時のみの
開放動作とする
・衝突緩衝⽤バンパを設
置する

浮上り防⽌フック，サイ
ドローラを設置する

⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータ，把持駆動モー
タとする(昇降動作，把持
動作)

第2-3-1図
第2-3-2図

粉末⼀時保管装置グローブボッ
クス-3

粉末⼀時保管搬送装置 本体 J60，J85，U85，5⽸バスケット，1⽸バスケット 〇 ― ― ― 〇 〇

・把持部にロック機構を
設け，容器受渡時のみの
開放動作とする
・衝突緩衝⽤バンパを設
置する

浮上り防⽌フック，サイ
ドローラを設置する

⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータ，把持駆動モー
タとする(昇降動作，把持
動作)

第2-3-1図
第2-3-2図

粉末⼀時保管装置グローブボッ
クス-4

粉末⼀時保管搬送装置 本体 J60，J85，U85，5⽸バスケット，1⽸バスケット 〇 ― ― ― 〇 〇

・把持部にロック機構を
設け，容器受渡時のみの
開放動作とする
・衝突緩衝⽤バンパを設
置する

浮上り防⽌フック，サイ
ドローラを設置する

⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータ，把持駆動モー
タとする(昇降動作，把持
動作)

第2-3-1図
第2-3-2図

粉末⼀時保管装置グローブボッ
クス-5

粉末⼀時保管搬送装置 本体 J60，J85，U85，5⽸バスケット，1⽸バスケット 〇 ― ― ― 〇 〇

・把持部にロック機構を
設け，容器受渡時のみの
開放動作とする
・衝突緩衝⽤バンパを設
置する

浮上り防⽌フック，サイ
ドローラを設置する

⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータ，把持駆動モー
タとする(昇降動作，把持
動作)

第2-3-1図
第2-3-2図

粉末⼀時保管装置グローブボッ
クス-6

粉末⼀時保管搬送装置 本体 J60，J85，U85，5⽸バスケット，1⽸バスケット 〇 ― ― ― 〇 〇

・把持部にロック機構を
設け，容器受渡時のみの
開放動作とする
・衝突緩衝⽤バンパを設
置する

浮上り防⽌フック，サイ
ドローラを設置する

⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータ，把持駆動モー
タとする(昇降動作，把持
動作)

第2-3-1図
第2-3-2図

スクラップ貯蔵棚グローブボッ
クス-1

収納パレット，9⽸バスケット 〇 ― ― 〇 〇 ―
・ガイドピンを設置する
・チェーンを⼆重化する

転倒防⽌ラグを設置する
⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

スライド⽅向にメカニカル
ストッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータとする(昇降動
作)

第2-4図

スクラップ貯蔵棚グローブボッ
クス-2

収納パレット，9⽸バスケット 〇 ― ― 〇 〇 ―
・ガイドピンを設置する
・チェーンを⼆重化する

転倒防⽌ラグを設置する
⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

スライド⽅向にメカニカル
ストッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータとする(昇降動
作)

第2-4図

スクラップ貯蔵棚グローブボッ
クス-3

収納パレット，9⽸バスケット 〇 ― ― 〇 〇 ―
・ガイドピンを設置する
・チェーンを⼆重化する

転倒防⽌ラグを設置する
⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

スライド⽅向にメカニカル
ストッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータとする(昇降動
作)

第2-4図

スクラップ貯蔵棚グローブボッ
クス-4

収納パレット，9⽸バスケット 〇 ― ― 〇 〇 ―
・ガイドピンを設置する
・チェーンを⼆重化する

転倒防⽌ラグを設置する
⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

スライド⽅向にメカニカル
ストッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータとする(昇降動
作)

第2-4図

スクラップ貯蔵棚グローブボッ
クス-5

収納パレット，9⽸バスケット 〇 ― ― 〇 〇 ―
・ガイドピンを設置する
・チェーンを⼆重化する

転倒防⽌ラグを設置する
⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

スライド⽅向にメカニカル
ストッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータとする(昇降動
作)

第2-4図

収納パレット，9⽸バスケット 〇 ― ― 〇 〇 ―
・ガイドピンを設置する
・チェーンを⼆重化する

転倒防⽌ラグを設置する
⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

スライド⽅向にメカニカル
ストッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータとする(昇降動
作)

第2-4図

保管容器搬送コンベア-1 9⽸バスケット ― ― 〇 〇 ― ―
搬送⽅向の両側にガイド
を設置する

搬送⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

スライド⽅向にメカニカル
ストッパを設置する

第2-5図

昇降台-1 収納パレット，9⽸バスケット ― ― ― ― 〇 ―
昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータとする(昇降動
作)

第2-5図

保管容器取扱機-1 9⽸バスケット ― ― ― ― 〇 〇
把持開閉⽅向に対して直
交⽅向にガイドを設置す
る

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータ，把持駆動モー
タとする(昇降動作，把持
動作)

第2-5図

収納パレット，9⽸バスケット 〇 ― ― 〇 〇 ―
・ガイドピンを設置する
・チェーンを⼆重化する

転倒防⽌ラグを設置する
⾛⾏⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

スライド⽅向にメカニカル
ストッパを設置する

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータとする(昇降動
作)

第2-4図

保管容器搬送コンベア-2 9⽸バスケット ― ― 〇 〇 ― ―
搬送⽅向の両側にガイド
を設置する

搬送⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

スライド⽅向にメカニカル
ストッパを設置する

第2-5図

昇降台-2 収納パレット，9⽸バスケット ― ― ― ― 〇 ―
昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータとする(昇降動
作)

第2-5図

保管容器取扱機-2 9⽸バスケット ― ― ― ― 〇 〇
把持開閉⽅向に対して直
交⽅向にガイドを設置す
る

昇降⽅向にメカニカルス
トッパを設置する

無励磁作動ブレーキ付の昇
降⽤モータ，把持駆動モー
タとする(昇降動作，把持
動作)

第2-5図

設備名称 取り扱う粉末容器 昇降動作 把持動作装置名称グローブボックス名称 図⾯番号

スクラップ保管容器受渡装置-1

スクラップ保管容器⼊出庫装置

落下防⽌ 転倒防⽌ 動⼒供給停⽌

逸⾛防⽌

⾛⾏動作
横⾏動作

(グローブボックスパ
ネル⽅向への移動)

コンベア動作
(コンベアローラの回

転)
スライド動作

粉末⼀時保管設備

原料MOX粉末⽸⼀時保管設備

スクラップ保管容器⼊出庫装置

スクラップ保管容器⼊出庫装置

スクラップ保管容器⼊出庫装置

スクラップ貯蔵設備

原料MOX粉末⽸⼀時保管装置グ
ローブボックス

原料MOX粉末⽸⼀時保管搬送装置

粉末⼀時保管装置グローブボッ
クス-1

粉末⼀時保管搬送装置

スクラップ保管容器⼊出庫装置

スクラップ保管容器⼊出庫装置

スクラップ保管容器⼊出庫装置

スクラップ保管容器受渡装置グ
ローブボックス-1

スクラップ保管容器受渡装置グ
ローブボックス-2

スクラップ保管容器受渡装置-2
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